インクルーシブ・フレッシュ研修会　参加レポート

レポート①
今年度より初めて特別支援担当として勤務することになった私は、教員としての経験はあったものの特別支援担当として働くことの不安が多くあったため、同じ職場の先生からこの研修会を勧めてもらい、インクルーシブ・フレッシュ研修会に参加させていただくこととなった。

研修会には、ベテランの先生方から私のように経験が少ない先生まで幅広く参加されていて、さまざまな意見や体験談などを聞くことができ、とても勉強になった。
実際に研修会の参加自体は、校務や生徒指導と重なり、多くは参加できなかったが、参加できたことで、さまざまな先生方とのつながりも作ることができた。

また、夏の近特連の研修会への参加や全特連の参加は、特別支援教育の知識を習得でき、自分のスキルアップにつながるよい機会となった。

もし来年度もこのような研修会があれば、ぜひ参加したいと思う。


レポート②
本年度もインクルーシブ・フレッシュ研修会に参加させて頂き、ありがとうございました。
研修会に参加することで、日々の指導について相談させて頂き、他の先生方の実践例や経験をアドバイスとしてご提示頂く機会を得ることができ、指導に活用させて頂き得ることが多くありました。また、指導上の悩みを互いに共感することが次の指導への活力になっています。
また、特別支援教育講座で、障がいについて多方面から学ぶことができ、とても有意義でした。特に、大学の先生や医学的な見解を聞く機会はなかなかないのでとても有意義な深い学びをさせて頂きました。放課後の生徒への指導があり、講座の開始時刻が早いと参加しにくいのですが、夕刻以降の開始なので参加しやすかったです。インクルーシブ・フレッシュ研修会の活動を通して、近特連・京都府大会にも参加させて頂き、山本シュウさんの講演や分科会でも学ばせて頂く機会も得ました。
他校の先生方との交流や様々な講演を聞くことで、私自身の指導者としてのスキルをアップさせることができます。私自身がスキルアップすることで、生徒への指導の幅が広がり、よりよい指導に繋がっていっていると思います。貴重な学びの機会を与えて頂き、本当にありがとうございます。


レポート③
昨年度からこのインクルージブ・フレッシュ研修会に参加しています。私が参加したのは、以下の二つの研修会です。

1、 第６回　演題：子どもの将来を見すえて「今」にとりくむ
講師：関西国際大学　教育学部　教授　　花熊　暁　先生

花熊先生の生徒との向き合い方や、将来を見据えた教育方針に共感し、尊敬する部分が多かったです。社会的自立・就労といったことを、直前にならないと気付くことができずにいたと思います。この学校から卒業するビジョンをもって、生徒たちや保護者の方々とも向き合わないといけないなと、改めて感じました。

2、 第９回　演題：身近なものを利用したスポーツ・レクレーション
講師：大阪市舞洲障がい者スポーツセンター　指導課主任　　吉田　裕実　先生
　　大阪市長居障がい者スポーツセンター　　植田　里見　先生

　　　　講座を受けてすぐ、抽出授業で新聞紙のレクリエーションをしました。生徒たちにとっても、授業者にとっても取り組みやすい方法を教えてくださいました。お片付けの曲は、授業後の黒板を消したり、文房具を片付けたりするときにも利用させていただいています。
　　　　時間があれば、ミニュージック・ケア、レクリエーションは脳への作用があるのか、また、生活面への影響一部教えていただいたこと以外の事例はあるのか、お聞きしたかったです。次回、機会がありましたら、資料に乗っていたスカーフやフラップバルーンについても教えていただきたいです。

　開催時間を配慮していただいているにもかかわらず、学校行事と重なって参加回数が少ないことが残念です。来年度も参加させていただきたいです。
　本年度もありがとうございました。


レポート④
[bookmark: _GoBack]今年度は行事と重なることが多く、なかなか参加できませんでしたが、私が出席したインクルーシブフレッシュ研修では、特別支援教育を第一線で行う私たちが中高そしてその先にある就労で健全に働ける社会性や専門性をいかに身につけることができるかが大切か、教わりました。挨拶ができること、身なりがきちんとしていることなど、特別支援の生徒を教えるうえで、日々の学校生活で気をつけていることが、生徒の就労につながるということは、私たちが行っているソーシャルスキルトレーニングや、身だしなみの指導どれほど大切なものか、再確認することができました。
また先輩の先生方には、いつも学校での生徒への接し方など、相談に乗っていただき、大変心強かったです。
ありがとうございました。
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